
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

松河戸地区

平成２２年３月

愛知県春日井市



１１１１．．．．数値目標数値目標数値目標数値目標のののの達成状況達成状況達成状況達成状況のののの確認確認確認確認（（（（確定値確定値確定値確定値））））

様式様式様式様式4444－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした目標目標目標目標をををを定量化定量化定量化定量化するするするする指標指標指標指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式様式様式様式4444－－－－②②②②　　　　そのそのそのその他他他他のののの数値指標数値指標数値指標数値指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定 ●

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

道風記念館で開催する臨書展を全
国展開することによりその応募数が
増加した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

※フォローアップの必要のある指標について記入

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

件 1294

指　標 従前値

指標３ 居住者数 人 1,909

指標５

総合所見

事後評価

見込み・確定の別

2,546
道風の書臨書展への
応募数

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

土地区画整理事業や下水道事業の
進捗により、ある程度の効果が確認
できたことから、今後の増加が期待
できる。

2,260 2,226 H21年4月

204

地区内の宅地造成が
順調に進んだことか
ら、過去の値から算出
した見込み値より確定
値の件数が増加し
た。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

土地区画整理事業や下水道事業の
進捗により、人口も着実に増加して
いることから、今後の人口の増加が
期待できる。

■　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２ 新規住宅着工件数 戸／５年 214 221

総合所見

道風記念館周辺の整備が完了する
ことにより、記念館へのアクセスがよ
くなり、また駐車場が整備されるた
め、来館者数の増加が期待できる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

道風記念館周辺で区
画整理による工事が
行われているため、来
館者数に影響を与え
た。

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成
度

△

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

42,409

H21年4月

△

指　標 従前値 目標値

指標１ 道風記念館来館者数

計測時期

H21年5月

H　　年　月

H　　年　月

人／５年 53,679

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

×

230

2,500

1年以内の
達成見込み

△

45,759

見込み・確定
の別

60,000 ×

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２２２２．．．．今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策のののの検証検証検証検証

様式様式様式様式4444－－－－③③③③　「　「　「　「今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策」」」」のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

様式様式様式様式4444－－－－④④④④　　　　フォローアップによりフォローアップによりフォローアップによりフォローアップにより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加がががが考考考考えられるえられるえられるえられる今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

地区内の基盤整備の一層の推進

新旧住民間の一層のコミュニティの醸成 公園整備に向けた住民によるワークショップを開催
することにより、地域コミュニティの醸成を図れた。

オリジナルグッズの販売により、道風記念館の周知
ができた。
シティバスの路線の見直しによりＪＲ勝川駅から道
風記念館への路線が増えた。

早期完了に向けて移転交渉を精力的に行い、また土地区画整
理事業による道路整備にあわせ、下水道整備を行った。

実施した具体的な内容

道風記念館の利用者（入場者数）の増加

公園整備に向けた住民によるワークショップを開催した。

今後の課題　その他特記事項

未整備区域の早期完了を目指した、土地区画整理事業、下水道
事業、公園整備事業の推進。

整備された公園に対する地元管理への働きかけ。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

道風記念館オリジナルグッズの製造販売を行った。
シティバスの路線の見直しの検討を行った。

実施した結果

地区内の基盤整備が着々と進んだ。

全国の書道関連施設との交流活動や市内の書道関係団体の施
設利用の推進。
道風記念館に隣接する道風公園の整備の早期完了及び駐車場
の整備。

具体的内容

地区内の未整備公園３箇所の整備を推進し、良好な居住環境の整備を図る。
土地区画整理事業の移転計画を再検討し、早期に公園用地を確保する必要
がある。

公園整備事業の早期完了に向けたより一層の推進

実施時期

H21～完了



都市再生整備計画（精算報告）

松
ま つ

河
か わ

戸
ど

地区

愛知県　春日井
か す が い

市

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 66.3 ha

平成 16 年度　～ 平成 22 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標1

目標2

目標3

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

歴史性を生かした文化拠点として地区の役割を高め、交通の利便性を活かして地域交流の活性化を図る。

歴史と文化の香る景観と地区計画による良好な住環境の提供により、住宅着工促進を図る。

市民参加による緑のネットワーク整備で、環境と景観の質的向上を高め人口定着を図る。

当地区は、県史跡に指定された書聖・小野道風公の生誕地であり、これを生かした施設の整備を通した特色あるまちづくりに、いかに地域住民を参画させ、地域文化の醸成にそれらを結びつけていくかが大きな課題となっている。
・土地区画整理事業の施行により道路築造や宅地造成等の都市基盤整備を順調に進めてきたが、全体の進捗率が66％を超え、今後は地区の南部地域の整備に重点を移してくる。この地域は都市計画マスタープランに歴史と文化の拠点と
して位置づけられており歴史性を生かした公園の整備と周辺の景観整備に力点を置かなくてはならない。

・当地区は、平安時代の書家・小野道風公誕生伝説地であり、昭和29年に県史跡として指定され、当市においても「書のまち春日井」というキャッチフレーズを掲げて、この伝統文化を大切にしている。
・本市の特色ある文化施策として、当地区内の道風記念館を開館、整備し全国公募の書道展である「道風展」の開催などを通して書道文化の振興に力を入れ、「書のまち春日井」の発信・浸透に努めてきた。しかし、道風記念館来館者
数はここ５年ほぼ横ばいであり、この現状を改善するため庁内の横断的組織で平成16年に６回延べ48人参加し方策を検討し、指標・数値目標を決めた。
・当地区周辺の北部及び西部は既に土地区画整理事業により面的整備が完了し、南部及び東部は一級河川庄内川及び既存の工場群に接している。また、地区内には都市間を連絡する広域幹線道路として都市計画道路１・４・１高速名古
屋環状２号線（東名阪自動車道）と松河戸ランプウェイ、同３・１・35名古屋環状２号線（国道302号）、公共下水道事業の南部浄化センターなどの上位計画があり、交通網及び公共下水道などの整備により排水対策を始めとする都市
基盤整備が進んできているが、まだ地区内には幅員３ｍ以下の狭隘道路が無秩序に走り、工場はまばらに点在し住宅は密集し、しかも老朽住宅が多くを占めている。このような状況のなかで交通網の未整備等の問題により都市基盤が立
ち遅れ住環境の改善が進まないのが現状である。
・公園等も少なく憩い等の利用や休養施設、活動拠点等に成りうる場所がないため、地域のコミュニティーの形成が進まず、新旧住民の融和がはかれないといった問題が発生している。
・地区計画策定に伴い、平成５年に地域の将来像に対するアンケートを実施し、賛同率86％を得、説明会も平成５年から６年に渡り３回行った。
・平成８年２月に住宅地として進めるため、用途地域を準工業地域90％から61％へ、住居地域３％が第１種住居地域39％に区域変更し、現在、土地区画整理事業により施行中である。
・まちづくり総合支援事業で平成13年度から平成15年度の３箇年において、物件移転28戸、区画道路築造Ｌ＝309.4ｍ、街区公園１箇所の整備を行った。

大目標：地域の人々が集い交流する、書道を生かしたまちづくり

都道府県名 愛知県 春日井市
か す が い

松河戸
まつかわど

地区

計画期間 交付期間 20

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／５年 平成15年度 平成20年度

戸／５年 平成15年度 平成20年度

人 平成15年度 平成20年度

・「整備、開発又は保全の方針」、「春日井市総合計画」、「春日井市都市計画マスタープラン」により、当地区は春日井市の西の玄関である勝川地区の一部として、住民参加による地区計画制度の適用により、良好な市街地の形成を
図るように位置づけられている。
・地域別まちづくりの方針では、道風記念館を中心とした文化活動の推進と周辺の景観整備による文化拠点の形成を図ることとされており、土地区画整理事業で都市基盤整備を進め「書のまち春日井」にふさわしい街として整備する。

して位置づけられており歴史性を生かした公園の整備と周辺の景観整備に力点を置かなくてはならない。
・平成15年度の道風記念館来館者の地域別構成は、市内36％、春日井市以外の愛知県内39％、愛知県外23％、国外２％である。来館者数は過去５年間では11,000人弱／年と横ばい状態が続いており、地域交流が進んでいない状況が続い
ている。しかし、地元では道風公のことを「道風さん」と呼びその書道文化に慣れ親しんでおり、東名阪自動車道松河戸ＩＣやＪＲ勝川駅の徒歩圏内という交通の利便性を活かし地域交流を活性化させるには、「書のまち春日井」の
キャッチフレーズのもと、道風記念館で開催する各種イベントを全国発信し、書道人口の底辺拡大を図ることが必要である。
・住民参加による地区計画を策定し「ゆとりある良好な住環境とまちづくり」をスローガンに掲げ進めているが、これに歴史的資産を活用した整備を組み合わせ、「書のまち春日井」にふさわしい景観づくりを図る必要がある。
・当地区内には公園等も少なく、ふれあいとぬくもりのある地域づくりを進めるため、街区公園や緑道を郷土の歴史や特徴に配慮しながら整備し、住宅地内にあって身近な緑を提供して、環境と景観の向上に資するとともに、散策や休
憩、井戸端会議などを通じて近隣住民同士がコミュニティーを醸成する場として育てることが必要である。

歴史的文化資源を生かした新しい都市文化の拠点にふさわしいまちづくり

2,500居住者数 企画課発行の町・丁目別人口統計
地域のコミュニティーの醸成により、住んでみたい永住したい、まち
づくりを進める。

1,909

214 230

道風記念館来館者数 道風記念館の観覧者及び利用者数
地域交流の指標とともに地域住民のまちづくり参加意識の醸成を
目指す。

53,679

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

60,000

新規住宅着工件数 当地区内で提出される土地区画整理法第76条申請件数 住環境の改善により定住人口の増進を進める。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

・道風公園は「書のまち春日井」を標榜する、市にあって非常に象徴的な公園として位置づけられており、その整備・拡張を図るために周辺
の都市基盤整備を行い、また公園に隣接する道風記念館のＰＲに努め、収蔵品をより充実させ、魅力ある施設として文化拠点の核とする。
・地域交流促進のために、地区内に名古屋高速環状２号線松河戸ＩＣがある交通の利便性を活かし、道風記念館で開催する各種イベントをよ
り充実させて公募を行い、全国各市町の美術館・図書館等にポスター等掲示を依頼し広報することで、書道人口の底辺拡大を図り地域交流活
性化の起爆剤とする。

土地区画整理事業（基幹事業）、公園（基幹事業）、
ワークショップ（提案事業）、書による地域交流啓発事業（提案事業）、
都市公園・松河戸緑道（関連事業、市）

・地区の特色を生かしたまちづくりを進めるため、ワークショップを通じて地域住民の参画を得て、歴史的資産を活用した景観整備を行い、
誰もが定住意欲を抱く街に導いていく。
・地区計画を策定し「ゆとりある良好な住環境とまちづくり」をスローガンに掲げており、既存の集落については良好な住環境を確保し、高
速道路・ランプウェイの道路沿いには、周辺に公害を及ぼすおそれのないサービス業務施設を誘導し、計画的なまちづくりを進める。

土地区画整理事業（基幹事業）、公園（基幹事業）、ワークショップ（提案事業）、
都市公園・松河戸緑道（関連事業、市）、下水道（関連事業、市）

整備方針１（歴史性を生かした文化拠点の形成、地域交流の活性化）

整備方針２（住宅着工促進）

土地区画整理事業（基幹事業）、公園（基幹事業）、ワークショップ（提案事業）、書によ
る地域交流啓発事業（提案事業）、都市公園・松河戸緑道（関連事業、市）

整備方針３（地域住民のコミュニティーの醸成する場を育て、人口定着を図る）

○文化拠点としての道風記念館の方針
　施設・研究体制面でさらに充実させ「博物館法」に基づく博物館として整備していく。
○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　街区公園、松河戸緑道等の緑のネットワークの維持管理については、「四季の変化を楽しめる植栽」、「郷土種を中心とした植栽」等、ワークショップで提案を行い住民主体の運営を行う。

・尾張広域緑道から松河戸緑道、街区公園を通って道風公園までの緑のネットワークの整備に当たり、市民のアイデアを盛り込むとともに市
民の手による植栽等を通じ公園愛護意識の高揚を図る。
・また、その維持管理についても市民の積極的な協力を得ていき、環境と景観の質的向上を高め、土地区画整理事業で生まれ変わる新しい街
における憩い等の利用、子供たちが安全に遊べる広場、高齢者の運動の場、休養施設に貢献し、新規形成世帯や中堅ファミリー世帯にとどま
らず、多世代にわたる人口定着を図る。
・地域住民が自由に利用でき、文化活動や諸活



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 春日井市 直 0.24ha Ｈ17 Ｈ17 Ｈ17 Ｈ17 25.4 25.4 25.4 25.4

公園 春日井市 直 0.15ha Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 16.9 16.9 16.9 16.9

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 春日井市 直 66.3ha Ｈ13 Ｈ22 Ｈ16 Ｈ20 1,845 916.7 916.7 916.7

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

規模直／間

堤越公園

事業主体事業箇所名事業
細項目

松河戸

－

－

段下公園

－

－

住宅市街地
総合整備
事業

－

0

0

交付対象事業費 978.1 交付限度額 391 国費率 0.4

うち民負担分
交付期間内事業期間（参考）事業期間

0

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,887.3 959.0 959.0 959.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

－ 0

－ 0

春日井市 直 － Ｈ17 Ｈ22 Ｈ17 Ｈ20 18 11.8 11.8 11.8

春日井市 直 － Ｈ17 Ｈ20 Ｈ17 Ｈ20 7.3 7.3 7.3 7.3

合計 25.3 19.1 19.1 19.1 …B
合計(A+B) 978.1

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
春日井市 国土交通省 66.3ha ○ Ｈ３ Ｈ22 16,395

春日井市 国土交通省 0.44ha ○ Ｈ９ Ｈ22 670

春日井市 国土交通省 66.3ha ○ Ｈ４ Ｈ22 3,863

合計 20,928

所管省庁名

松河戸

事業箇所名

下水道

地域創造
支援事業

（いずれかに○）

松河戸

細項目

松河戸土地区画整理事業

事業期間

0

規模事業主体 直／間

0

書による地域交流啓発事業

都市公園（松河戸緑道）

交付期間内事業期間（参考）事業期間

ワークショップ

事業 事業箇所名

事業活用調
査

－

松河戸

事業主体 規模 全体事業費

－まちづくり活
動推進事業

事業

0

－

－

うち民負担分

0


